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国際超強磁場科学研究施設 嶽山 正二郎 

この類いの記事は受賞者自身が書くのはたいそう憚れま

す。ついつい億劫になりとうとう約束の〆切を過ぎてしま

いました。執筆をなんとか誤摩化してお断りしようと思い

ましたが、共同利用係の三橋さんの困惑する顔を想像する

に忍びなく、重い指を動かしてキーボードを打つことにし

ました。日本人で「パブロフスキー賞」を知っている人は

皆無だろうと思います。まずは、この賞についてですが、

私もあまり詳しくはありませんでした。旧ソ連時代に、爆

縮を利用したパルスパワー技術分野の第一人者である A. I. 

Pavlovsky (1927-1993 、 Russian Federal Nuclear 

Center, VNIIEF) に因んだものらしいです。この賞は

2008 年に設立されたとのことで、メガガウスの磁場の利

用と技術開発に際立った貢献をした研究者に贈る賞とのこ

とです。数年おきにおこなわれるメガガウス国際会議の国

際諮問委員会で決定されます。今回は、「電磁濃縮法によ

る人類未踏の室内最高磁場達成に関して大きな貢献」が

あったとして、昨年 9 月に柏の葉カンファランスセンター

で私が主催した「メガガウス国際会議(2018.9.25-29)」で

授与して戴いたしだいです。この会議中に開いた国際諮問

委員会で唐突に知らされ、その場で決定されたので、わた

し自身も狐につままれたようで、たいへんなサプライズと

なりました。 V. A. Demidov 博士(Russian Federal 

Nuclear Center 所長)から、この会議 3 日目のバンケット

初頭で授与式を行ないたいとの申し入れがあり、会議の議

長である私自身が賞を戴くことになり、なんとも戸惑う受

賞となりました。 

物性研は 1980 年の改組により 5 極限物性部門を設立し、

近角聡信教授が「電磁濃縮による 1000 テスラ超強磁場発

生とその応用」ということで、三浦登教授と共に 5 メガ

ジュール大型コンデンサバンクをC棟建設とともに導入、

超強磁場大型プロジェクトを開始しました。私自身も

1983 年から三浦所員の助手として採用され、このプロ

ジェクトの一兵卒として働きました。私は、その後 1990

年に出所して、姫路工業大学理学部、千葉大学へと移りま

して、超強磁場からは 10 年以上もご無沙汰しておりまし

たが、何故の縁でしょうか 2003 年、場所は六本木から柏

に移ったものの三浦教授引退後の強磁場実験室に戻り、再

び超強磁場と戦うこととあいなりました。13 年以上も超

強磁場実験から離れておりますと、大脳はほとんど超強磁

場のことは忘れておりましたが(そもそも私の大脳はイマ

イチでしたから)、なんとか小脳は覚えていたようです。

小脳頼りに物性研強磁場の破壊型によるパルス超強磁場発

生と物性応用研究に再び向かい合うことになりました。柏

では 5MJ の電磁濃縮装置と一巻きコイル超強磁場発生装

置は移転予算で一新されておりましたが、それらを三浦所

員から引き継ぎ一向再立ち上げを行なってきました。当時、

一巻きコイル超強磁場発生装置はロスアラモスの国立強磁

場センター、フランス、ツールーズの強磁場施設にもそれ

ぞれ設置され研究が開始されておりました。物性研強磁場

は、電磁濃縮での 1000 テスラで一歩先を行くべきである

と考え、研究活動の全てを電磁濃縮による超強磁場とそれ

を使った物性研究へと照準を合わせました。特に電磁濃縮

法では、コイルから電源、発生装置等々の基本設計からの

見直しを徹底して行い、改造に改造を重ねてこれを繰り返

し、遂に 2009 年には 700 T を越え(論文発表は 2011 年

[1])、更に、2013 年には 985 T の発生に成功(論文発表は

2018 年[2])、1000 T 発生にもう一歩までに近づくことが

できました。この間、フラストレート磁性体クロミウムス

ピネルの磁化を 5 K の極低温で 600 T までの超強磁場測定

に成功し[3]、高い精度で飽和磁化までの磁化過程を詳細

に解明し、世界の強磁場物性科学の専門家に強いインパク

トを与えたと思います。このように磁場発生技術の開発と

ともに物性計測技術開発とサイエンスの展開を進めてきま

した。 

ついに、2010 年、幸か不幸か、文部科学省の最先端基

盤研究のプロジェクト「次世代パルス最強磁場発生装置の

整備」が採択され、1000 テスラ超強磁場発生装置の新規

開発に着手することになりました。コンデンサ電源部から

超強磁場発生装置部まで新たに設計をやり直し、既存の全

装置の総入れ替えを敢行することになりました。5MJ と

2MJ のコンデンサ電源、2MJ の初期磁場用コンデンサ電

源は磁場発生効率を上げる仕様に変更して海外調達、超強

磁場発生装置部は細部に至まで私がデザインして柏周辺の

町工場での製作で進めました。2014 年度にはなんとか設
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置完了したものの、海外調達したコンデンサ電源部には深

刻な問題が次々に発生し、その修復に先が見えない壮絶な

戦いに数年を費やすことになりました。しかしながら、

2018 年になってほとんどのトラブルを解決するに至り、

遂に、新規導入した電磁濃縮装置を用いて 2018 年 4 月

1200 T の磁場発生に成功しました[4]。 

本装置は磁場の世界記録を更新するために開発したもの

ではなく、あくまで、物性計測を高い精度で行い、超強磁

場極限で創発する未知の物性探索をおこなうために造った

ものです。パルス磁場では、最高記録磁場の1割減で物性計

測が可能です。一巻きコイル超強磁場発生装置では300 Tの

最高磁場が報告されてますが、物性計測は 200 T くらいが

限界です。この経験則は非破壊のパルス磁場でもあてはま

ります。高精度の物性計測にはそれなりのボーア(最低 10 

mm 径)が必要なためです。同様に、1000 T での高精度物

性計測を可能とするには、1100 T の最高磁場発生のハー

ドルを越える必要がありました。新装置は 1200 T 発生で

きたわけですので、正に余裕で 1000 T で物性研究を可能

とする装置が完成したと言えます。 

この装置をどのように活用するかは、私がこの 3 月で退

職するにあたり、正に「次世代」の研究者に委ねることに

なります。大変な怪物を物性研に残していくことになりま

すが、この怪物装置から素晴らしい研究成果が創出されん

こと、そして、それが物性研の発展に少しでも役立ってく

れんことを願いつつ物性研を後にさせて頂きます。 
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